夙川学院短期大学 教育実践研究紀要　2008

　　（例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第５類

育児カウンセリング実習による学生の学習意欲の変化†
夙川太郎
SHUKUGAWA Taro

これは教育実践研究紀要に投稿する論文のテンプレートである．このテンプレートのタイトル，著者名，本文などはあらかじめフォントサイズなどの書式が設定されている．この書式を崩さずに入力すれば，一行の文字数，１ページの行数など定められた形式で作成することができる．テンプレートには，チェック用のマクロ付きのものと，マクロなしのものがある．このテンプレートはマクロ付きで，和文抄録，英文アブストラクトの文字数，ページ数のチェック機能を使用できる．

ここには和文抄録を入力する． 400字以内で入力する．この段落のスタイルは「和文抄録」に設定されている．スタイルを変更してしまった場合等に，再度スタイルを設定したい場合は，段落内にカーソルを置き，［書式設定］ツールバーの「スタイル」ボックスで，「和文抄録」を選択する．

キーワード：保育者養成、カウンセリングマインド、自己有能感
1.　はじめに

保育所保育指針の第13章（3）項に子育て支援相談機能を有することなどが記載され、これを受けて、自治体によっての格差は大きいものの、保育相談に関する何らかの機関等が設けられるようになった。学会の動向としても、日本臨床心理士会に部会が設けられていたり、本保育学会に於いてもシンポジウムが開かれ、資格について検討されることなど、各方面から相談スキルの養成は急務とされている。

ところで、幼稚園教諭および保育士養成機関においても、当然、学生に対し授業に於いてこれらの内容については指導をしており、常に自分が実践的に使える能力として知識や技能を習得することをめざしている。特に、コミュニケーションの希薄化が叫ばれる今日に於いて、職業としてのみならず、日常に於いてもコミュニケーション能力の希薄さが心配される学生も少なくない。また、近年、苦情処理への対応や、特に、"モンスターペアレント問題"に関して、保護者への適切な対応ができるか不安であると呈する学生が増えていることも事実である。

そこで、本学では、教職科目「教育相談」以外に、「カウンセリング特論」を別に設け、さらに「ピアヘルパー」資格（日本教育カウンセラー協会認定）を取得できるカリキュラムを導入し、特に、カウンセリング実技の教育に力を入れてきた。実技教育の方法としては、玉瀬（1998）を参考にマイクロカウンセリングの手法を利用している。その結果、学生達のコミュニケーション能力の向上に役立つばかりでなく、実際に保育実習や将来への職能不安の解消に役立ってきたと考えている。そこで本研究では、学生の間でどのような意識変化が見られるようになったのかを詳述していきたい。
2. 方　法

調査期間：平成19年7月14日〜28日

調査対象：保育職志望の短期大学２回生120名

手続き：第13講〜第14講の授業記録をもとに、学生の発話内容や行動について系統的にまとめ、授業開始時の様子と比較検討した。

3.　授業の展開と考察

＜初期の学生の様子＞

授業初期は、育児不安を呈する母親の事例を紹介するが、他人事に捉えるような風潮が見られ、授業感想カードの中にも「大変そうに思った」「理解されないのはつらそうだと思った」など、一歩引いたようなコメントが多く見られた。

そこで、90分間の授業を２区分し、前半を理論解説にあて、後半は実技演習を取り入れるように改善を試みた。

＜実習授業時の学生の様子＞

	　　学生の発話
	　　　配慮すべき内容

	＜第13講＞

「私、お母さんに、そんな訴えられ方をしたら、圧倒されて何も言えないかも・・・」

「感情ぶつけられたら、話とどっちを優先すべきなのかな・・・」

＜第14講＞

「先生、子育てに悩むお父さんの役をやってみて！」

「そんな人はいないよ、おかしい」


	VTR教材から、自分が保育職だった場合のイメージを具体的につかむことができた様子

学生が客観視できた様子が伺える。

　　　　　　↓

＜転換ポイント＞

実習の中で、模擬クライエントの設定が必要

授業で模擬カウンセリングを取り入れる。学生の自発的な要求であったことから、意識が高まったと受け止められる。

現実感をイメージできたことが伺える。


＜授業を通してのまとめ＞

以上の内容から、開講時には現実感を抱かないまま受け身的に取り組んでいた学生の多くが、事例をもとに実践的演習に取り組んだ結果、（1）職業意識の中でカウンセリングマインドの必要性を実感できたこと、（2）実際に相談に取り組むためには、理論的学習のみならず実技の積み重ねが重要であること、などが身に付いたと思われる。そこで、今後・・・
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ピアスーパーバイザーからのコメント

本論文は、今日の大学教育における○○に関する問題に注目されており、多くの教員が共有すべき知見であると思われます。中でも、○○については、これからの様々な教育活動の中で改善が求められる内容であると思われます。この知見が○○のような形で、より多くの先生にご理解いただけることを願っております。（担当：甲陽園一郎）
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